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＜連絡事項＞

・現在の受け持ち患者様の日常生活支援評価表第２週目までの記入をお願いします。第３週目より、２３年度受け持ち患者様への切り替えとなります。

・朝の洗面時、浴室を開放していましたが、配水管修理後の状況（排水は少しずつ行う様にと説明あり）、また、患者様で無断でシャワーを浴びている方もいる為、当面は開放禁止とします。

・１２号室トイレの配管金具破損について、伝票提出しています。本日管理者不在の為、庶務へ報告し、朱夏にも連絡済です。後日修理に来るとの事です。

＜患者様連絡事項＞

・畑中　成夫様～右上腕、右大腿部、膝下部の内出血に対し、ビーソフテン軟膏が継続処方となっています。

・棟方　直浩様～外泊中の排便確認出来ず、本日で排便－４日目となっています。排便コントロール目的にて、シンラック液１本処方となっています。２０滴滴下の指示あります。

・市ヶ関　京子様～本日御家族様面会に来られ、４月１６日（土）11:00～１７日（日）15:00の外泊希望あり、主治医より許可が下りています。入院してから３ヶ月以上経過している為、担当ケアマネを含め、退院に向けた検討会の実施をしていきたいと御家族様へ説明し、了解を得ています。来週月曜日、日程調整進めるよう、ＳＷへの報告を当日リーダースタッフはお願いします。

・池野　功一様～右手第３指に擦過傷と後頸部下に表皮剥離の乾燥した状態発見しており安ヶ平Dr.へ報告しています。右手第3指にイソジン消毒、エルタシン軟膏（７日に処方されたもの）塗布、ガーゼ保護の指示が４月９日（土）～１１日（月）まであります。

・高間木　八男様～右手の甲の腫脹、背部に擦過傷が２箇所あり、主治医へ報告しています。右手の甲の腫脹について、レントゲン検査施行していますが、異常所見ありませんでした。ナパゲルン軟膏の処方あり、朝・夕投薬時の２回塗布して下さい。背部擦過傷についてはエルタシン軟膏の処方ありますので、忘れず塗布していきましょう。昨日準夜帯にて興奮強く、扉を叩く行為見られており、それが原因かと考えられます。引き続き、精神症状の観察と併せ、身体症状の観察を行っていきましょう。

・高橋　礼子様～本日入浴中に転倒し、右肘に擦過傷負っています。主治医へ報告し、イソジン消毒、ガーゼ保護の指示が４月１１日（月）まで出ています。精神症状の悪化に伴い、転倒のリスクも大きくなる事を踏まえ、入浴介助の態勢を整え実施していきましょう。今日はスタッフが一人で脇を抱えた状態での転倒でした。当面状態を見ながら両脇を抱えた形で入浴誘導していきましょう。

・野田頭　真由美様～４月１６日（土）～１７日（日）、同月２３日（土）～２４日（日）の外泊希望が母様からあり、主治医へ報告し、許可が下りています。また、Ｄユニット個室利用料についての書類を医事へ未提出との事。次回来院時、医事へ書類の提出をしたか確認を取って下さい。

· 島浦　美千男様～背中に膿瘍があり、浸出液も見られています。安ヶ平Dr.へ報告し、エルタ

シン軟膏処方となっており、イソジン消毒、エルタシン軟膏塗布、ガーゼ

保護の指示が４月１１日（月）まで出ています。皮膚状態、掻痒感の有無

観察し、必要であれば主治医へ上申していく事としています。

· 水梨　孝純様～右頬、右頸部に掻き傷あり、出血しているのを本日深夜帯にて発見していま

　　す。以前、同室者ともみ合っている事があり、今回も同様の原因ではないか

と思われます。安ヶ平Dr.へ報告し、経過観察の指示あります。

＜要注目患者様ケース検討＞

・長谷川　陽一様～今週よりレストランで食事を摂っていますが、「レストランに行かない方がいいと思う。」と話され、表情の硬さも見られています。以前にも日清スタッフに対し、被毒妄想や被害妄想から衝動行為に至る経過あった為、再度食事を摂る場所について、本人と相談し、検討する事としています。

